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・………Ⅲ:。 今回の秋の古墳めぐりは登田郡本郷町です 。………・・:`・

はじめに  .                              ‐

私達の住む福山市周辺はその昔『僣後の国』と呼ばれていました。さらにその普は『吉

備の目』と呼ばれていたのです。いわゆる『古代吉僣国』の西の後が備後の国、つまり福

山市鵬辺を中心にした地域になるわけです。

首日と前前日はその古代吉僣国の中心地域のすばらしい古墳を見学しました.

思いだして下さい.前期古墳の尾上ギリギリ山古墳、箸墓古墳の丁度半分の縮尺の浦間茶

自由古墳:中期古墳で全国4番 目の巨大前方後円墳‐造山古墳、
′
作山古墳t周濠の美しい

両宮山古墳、後期古墳のこうもり塚古墳、箭田大塚古墳などぅどれ一つを見ても畿内勢力

にも,と も劣らないほどの勢力を持っていた古代吉僣国の姿が浮かんできます。

私達はそれらのすばらしぃ古墳を見学しながら『古代吉備国』とはどんな国だったのかを

考えてきました.

今回の古墳めぐりは少し視点を変えてt古代吉僣国の中枢地域ではなく、安芸の国と境

を接する地域の古賞を'見学しますここの地域は芦田川流域とよく似た状況を塁する地域で

すが芦田川流域の古墳との関係、さらに畿内と吉備との関係をこの地域の吉墳を見学しな

がら考えてしヽきたいと思います。

1.御年代古墳 2ぎ南方神社墳内 3‐貞丸1.2号古墳 4.梅木平古墳 5。 溜箭古墳 6:横見廃寺跡
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今  日  の 、予  定  表

福 山 駅 出発  08800

南方神社境内

到着  10300

出発 10:30
説明・ 見学

貞丸 1号墳

大日堂庭内

貞丸 2号墳

到着  10:50

出発
‐11:30

説明・ 見学

御年代古墳

到着  11350

出発 12820
説明 ,見学

到着  12:30

出発  13:30

昼 食

梅木平古墳

到着  13840

出発  14:10
説明・見学

横見廃寺跡

到着  14:20

出発  14:40
説明・見学

溜箭古墳

到着  14350

出発  15:40
説明・見学⇒移動⇒説明・見学

※現地到着には国道の交通量の関係で誤差が生じることが有りますめであらかじめ

御了承下さい

X予定時間は余裕をもって組ルでありますが.時間が余ればせつかくですからもう少

し見学場所を追加することが有ります
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一――― それては

今日これから見学する尾原川流域の古墳など:この地域の特徴につぃて説明 しましょう。

①竜山石製の家形石棺が4個集中している.

…:・‐‐これらの石棺は割抜式.組合せ式の二種類があり、お|そ七世紀初ごろのもの

と考えられる。

竜山石製の石棺の使用は七世紀の時期には大和に集中し、地方ではほとんど使

用されていなぃ。山陽道における分布を見ると岡山県一t広島県五 (尾原川流

域四:芦田川流域一).山口県二である。‐方、大和では特定の有力者 (蘇我

氏など)に限 られてこの棺が用いられている。

②吉鷲の巨石墳に匹敵する県内最大規模の石室空間を持つ梅木平古墳が存在するc

t‐Ⅲ……背後に強大な権力者がいた。

O姜本露の議内型古墳である御年僕古墳が存在するこ′
●

‐・1~・ 1・ 御年代古墳の家形石棺は花籠岩製であるが:畿内に集中する横白式石椰は花商

岩製のものが多 く技術的共通性を持つと考えられ、またこのような石室も大和
‐
では皇族と密接な関係をもつ特定の有力者の墳墓であろうとされている。

④横見廃寺跡出土の軒丸瓦が山田寺跡出土の瓦と酷似 している。 「

……・:・ 七世紀半ばにおける大和とこの地域 との間に密接な関係があった。

などがあげられます。  ‐

一―――それではじらくりとこれらの古墳や寺跡を見て回りましょう。
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I:南 方 神 社 境 内 石 棺  (豊田郡本郷町南方)

自主体部不詳         ‐

口組合せ式家形石棺…蓋石長さ2。 105日、編約 lB、 高さ0.44鵬、長辺2個づつ

の縄掛突起.内面例込部長さ1.73●、幅|.6～ |.61薔ヽ深さ0.12口 .

棟部平垣面は長さ1.56日、幅0。 11～ 0.42●        ‐

底右は蓋右とほぼ同規模 :

中央部に蓋石内面割込部に符合するように造りだしが設けられ
‐る。‐石材は竜山石

´

Ц
・.貞 丸 ■ 号 古 墳  (豊田部本郷町南方)

□横穴式石室 (玄室部のみ残存)・1長さ415口～5日,奥幅2:09口、奥現高2:15■

□刺抜式家形石棺の身のみ残存…剃抜部長1.81血:幅 0。 77～ 0.81■、深さ0.3m

石材は竜山石     |
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==貞
丸 2号 苦 墳  (豊田郡ホ郷町赫 )

口横穴式石室…長さ5。 1■、奥輌2.12●も奥現行 1。 97コ

辱石棺は残存せず

IV_大 日 ―
~庭

内 石 棺 蓋  (豊田郡本郷町南方 )

日家形石棺の蓋残存■長さ1。 67～ 1。 69日、幅0.99日、高さ0.23日、棟部平坦面長さ1:13■

輌0。 5●=長辺に 2個づう、短辺に■個づうの縄掛突起

身部側石らしき残片あり

石材は竜山石
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VI.響事均三ぞヽ世F壌藪
・
(豊

‐
田郡本郷町南方 )

口両袖式横穴式石室 (全長 10:7二 )

日花闘岩切石で構築 し玄室は二室に分かれ複室をつくる

孝前室…長さ2,71～ 2。 77日、幅 1。 96～ 2。 2二、現高2:29■

花商岩割抜式家形石棺… (蓋長2。 4■、幅1。 34口、高0。 345B、 棟部平坦面長

2■、幅0。 9■t身の高さ0.89菫)

事後室・・1長 さ3。 4～ 3.6饉、奥幅1197■:奥現高2108■     ′|

,花商岩制抜式家形石棺・「・ (蓋長2.45轟、幅 1。 1lE、 高0.42理、
′
身の高さ0195由 )

□馬具類、須恵器、装飾付須恵器出土

□7世紀中葉

“

年代古瑣石菫実瀾国 (r三原市史二 より)

二 6-



VI`欄ニゴヽ再五型貯墳  (豊田部本郷町下北方)

白横穴式右室…石室全長13.25日、奥室長さ7●、奥幅3。 021,奥現高4。 2ロ

石室の中央部商側に石柱あり     ,
県内最大の石室空間 ヽ

IⅦ .横 見 廃 寺 跡

~

自由鳳～奈良時代後半期の寺跡

□山田寺跡出土瓦と酷似した軒丸瓦出土

□伽藍配置は不明確       |
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W`溜 箭 古 墳  (三原市沼田西町松江 )

口横穴式石室 (全壊 )

}蓋 (長 1。 981t幅 0。 91ん 0。 96日、高 0。 39■ )

:2個づつ、短辺に 1僣づつの縄掛突起

[1。 72日、幅0.635ん o.64■、深さ0.25■

|
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0   50cm

朝抜き式家形石棺実測図 (『三原市史」 より)
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EX,兜 山 古 墳  (三原市沼田東町納所 )

日県下最大級の円墳 (直径約45■.高さ7■ )

日裾部北方に造りだし (約 20m四方)              :
口墳頂付近と裾部には円筒埴輸が二重にめぐる。形象埴輪片も数個採集

□墳丘南斜面には花閥岩角礫の葺石露出

白内部主体不明、墳丘から鉄製手鎌、須恵器片採集

□5世紀後半
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|_   いかがでしたか?      :                    ‐

これまで尾原夕:流域の古墳を見てきましたが、ここで今日のまとめをしたいと思います

今日見た古墳からもわかるように、なぜ.七世紀たなってこの地域にこれほどま‐C・ に強力
な畿肉系文化がいとなまれたのでしようか?

Tそれは畿内政権の政治的動向:っまり地方行政区画の確立と関係しているのです :

わかりやすくいえば、岡山県に中枢勢力をもつ吉備を分割することと,出雲支配のための

政治的,軍事的交通路の確保を目的としてしヽたものと推定されるのです。

三世紀に大和政権にも劣らない勢力を持っていた吉備は(六世紀後半になってもその伝

統的力は保持さⅢていましたこそのため機内政権が全国を統一するためには吉備勢力を抑

えることが必要でした=そ こで早くから比較的議内文化とのつながりのあった吉備西端の

儀後を先ず分割し:尾療′:l流域たは七世紀たなって竜山石の支イヒをもう畿内素め勢力が派

遣され安芸と備後の分断を実施したびやがてこの分割をさらに徹底させt出雲をにらみな

がら,中央から有力官視吏が派遣され、強力な行政指導のもとに両国の分割が完成したと

考えられるわけです .

`~以上あ■)に このi尾原

'1流

域は僣後あ国の成立過程を考える上において非常に興味深く、

しかも重要な地域なのです.

さてこあなたはどのようにお考えになりますか?
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